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上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

　今がんばっていることはバレーボールの活動です。練習
ではみんなが声を出し、一人一人が課題を克服することを
がんばっています。ことしはキャプテンとしてチームをま
とめあげ、夏の県大会で優勝し、全国大会に出場すること
ができました。

丸山　哲
て っ ぺ い

平さん
菊鹿小学校６年生
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問情報政策課  ☎（43）1118

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※�緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

●出前講座  実施中●
　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！

防災行政無線の放送内容を聞くことができます。
※放送後24 時間以内　※通話料有料

問防災監理課  ☎（43）1113☎（41）9077☎（41）9077

　実施予定のイベントに変更が生じる場合が
あります。主催の問い合わせ先に確認いただく
か、山鹿市ホームページなどで確認ください。

今月の表紙　　台湾友好祭　台湾歌劇団台湾友好祭　台湾歌劇団
　９月 21日、八千代座で文化交流を目的とした公演が行
われ、台湾歌劇団（計４団体）が伝統的な劇や舞踏、演奏
を披露し、本市からは、鹿本農業高校郷土芸能伝承部が山
鹿灯籠踊りを披露しました。また、八千代座周辺では 20
日と 21日に台湾夜市が開催され、多くの人が台湾グルメ
を堪能していました。
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全国全国モンブラン大会モンブラン大会をを
山鹿市山鹿市でで開催！！開催！！
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　11 月 16 日㈯、かほくまつり会場で全国モンブラン大会を開催します。
　全国各地の栗の産地が集結し、全国一のモンブランが決定します。山鹿市からは予選会で見事 1 位を獲得し
た山鹿和栗洋菓子店 An（杏）が出場します。
　他にも、大会に出品したモンブランを含む栗商品が各産地のブースで販売されます。ぜひご来場ください。

※詳しくは下記二次元コードから確認ください。

問問農業振興課　☎（43）1556

問問鹿北市民センター　☎（32）3111

ステージイベント

11月 16日㈯

栗商品販売

11月 16日㈯・17日㈰
【販売時間】
16日：午前 10時〜午後５時
17日：午前 10時〜午後４時

　全国モンブラン大会2024
に出品したモンブランや各産地
自慢の栗商品を販売します！
※�出品するモンブランの販売　
は16日午前 11時から
※ �16日のみ出展するブースも
あります。ご注意ください。

モンブラン大会
参加自治体

熊本県山鹿市
茨城県笠間市
京都府京丹波町
長野県小布施町
静岡県掛川市
岐阜県恵那市
高知県四万十町

午前 11 時〜午後 0 時半午前 11 時〜午後 0 時半
全国モンブラン大会 2024全国モンブラン大会 2024
栗の産地７市町の代表が一堂に
集結！
全国一のモンブランが決定します。

午後０時半〜１時
鹿北中学校３年生による「びっ
栗クイズ SHOW」を開催！
授業で学んだ栗にまつわること
をクイズ形式で発表！

　11 月 16 日・17 日に、山鹿市鹿北グラウ
ンドにて第45回かほくまつりを開催します。
　ことしも司会に草野はるかさん（16 日）、
黒木よしひろさん（17 日）を迎え、さまざ
まなイベントを予定しています。
日時：16 日　午前 10 時〜午後５時
　　　17 日　午前 10 時〜午後４時
場所：山鹿市鹿北グラウンド

▲かほくまつり
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▲さんきら

2020 年創業の古民家レストランで、山鹿でとれ
た旬の野菜を中心に、地産地消にこだわった郷土
料理を提供しています。☎（32）3467　

●商�品�名　秋の幸
しあわせ

福な一口おはぎ
　　　　　　※栗ご膳のデザートで提供
●価　　格　栗ご膳　税込み2200円
●提供期間　ことしは11月 30日㈯まで
　　　　　　（栗の入荷状況による）
●作ったきっかけ
　　主計家に伝わる秋のおやつで、皆さんに食べていただくことで、このお
　はぎを伝えていきたいと思ったことがきっかけです。
●アピールポイント
　　愛情込めて育てた自家栽培の銀寄栗を 100㌫使用しています。栗そのも
　のを味わってほしくて、余計なものは一切使用していません。

主
か ず え

計明
あけ

美
み

さん

▲栗と空

2022 年オープンのカフェで、山鹿の栗を発信した
いという思いから、栗を使った焼き菓子やソフトク
リームなどを販売しています。☎（48）2200　

●商�品�名　栗纏
まと

い（つぶあん）
●価　　格　税込み280円
●販売期間　通年
●作ったきっかけ
　　山鹿の栗をしっかり味わっていただきたい、栗と山鹿の食材（原田食品
　製造所さん（鹿本町）のつぶあん）で何かできないかと思い作りました。
●アピールポイント
　　スタッフが愛情込めて一つ一つ手作りしています。栗の自然の甘みを感
　じることができ、栗とつぶあんの絶妙なマッチがたまらないお菓子です。

田中穂
ほ の か

野香さん

１組１テーブルで
案内しますので、
ゆっくりと料理を
楽しめます。

落ち着いたイート
インスペースで、
栗を使ったお菓子
を堪能できます。

古民家
さんきら

栗と空
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全国モンブラン大会2024　山鹿予選会を初開催
山鹿代表は山鹿和栗洋菓子店An（杏）に決定
　９月22日、菊鹿市民センターにて「全国モンブラン大会2024　山鹿予選会」が行われました。山鹿市内の店舗
から４種類のモンブランが出品され、山鹿市出身のシェフや大学生など４組の審査員が審査を行いました。審査の
結果、山鹿和栗洋菓子店An（杏）が見事１位に輝き、11月 16日㈯に行われる全国モンブラン大会2024に山鹿
市代表として出場します。

An（杏）の代表植田隆
りゅう
司
じ
さん

出品された４種のモンブラン

「がんばってくれた現場のスタッ
フたちを誇りに思います。全国
大会では、優勝よりも、やまが
和栗がおいしいということを全
国に知ってもらいたいです」と
終始笑顔で語っていました。

試食する審査員の皆さん

審査員の皆さんは、栗のお
いしさやお菓子の完成度、
見た目などそれぞれの視点
から審査を行いました。
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山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

商
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー おいしか

山鹿ブランドは、特産品や加工品にシンボルマークをつけて山鹿をＰＲ
するもので、山鹿市物産振興協会（☎ (43)4111）が承認しています。�
昨年 11月に承認された今が旬の「やまが和栗」を使ったスイーツを紹介します。

▲早瀬錦堂

1960 年創業のもなか専門店です。灯籠もなかがメ
イン商品ですが、過去には栗もなかでも全国菓子大
博覧会で表彰を受けています。☎（43）2611　

●商�品�名　栗もなか
●価　　格　税込み420円
●販売期間　ことしは11月中旬まで
　　　　　　（栗の入荷状況による）
●作ったきっかけ
　　山鹿は栗の産地なので、山鹿の栗を全面的にアピールして、山鹿を盛り
　上げていきたいという思いで作りました。
●アピールポイント
　　あんこには白あんをベースに、生栗を甘露煮にしたものと栗のペーストを
　練り込んでいます。さらに、渋皮煮を丸ごと一つ入れたぜいたくなもなかです。

甲斐幸
ゆきひろ

宏さん

一つ一つ心を
込めて、お店で
全て手作りして
います。

早瀬錦堂

やまが和栗のおいしさを伝えます

問問農業振興課　☎（43）1556
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❶❶かもと乳児保育園 ❷❷フィジカルコミュニケーション
❸❸鹿本中吹奏楽部 ❹❹ペットボトルランタン（鹿本小制
作）❺❺鹿本こども園 ❻❻セブンストレイン ❼❼高野ダンス
スクール ❽❽ KOGANEIRO（沖縄三線）❾❾南阿蘇エイサー
隊（琉球太鼓）❿❿鹿本小太鼓 ⓫⓫ナイスワンカップ ⓬⓬シャ
ボン玉ショー

10 月 12 日・13 日に、かもと招魂祭
よるフェスが開催され、ステージや商
店街でのさまざまなイベントに多くの
人が訪れました。

❶❶ ❷❷ ❸❸

❺❺
❻❻

❼❼
❽❽

❾❾
❿❿

⓫⓫

⓬⓬
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◎
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モ
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リ
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ガ
モ
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【
主
な
特
性
】

・�

主
に
湖こ

沼し
ょ
うや

河
川
な
ど
の
水
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で
目

撃
さ
れ
る
。（
菊
池
川
周
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）

・�

主
に
植
物
性
で
、
植
物
の
種
子
や
葉

を
食
べ
る
。

【
被
害
の
特
徴
】

・�

山
鹿
市
で
は
麦
類
の
被
害
報
告
が
増

加
傾
向
で
、
河
川
近
辺
で
の
ほ
場
で

多
く
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生
し
て
い
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・�

一
度
被
害
が
発
生
す
る
と
何
度
も
同

じ
場
所
に
来
て
、
被
害
が
そ
の
地
点

か
ら
周
囲
に
広
が
る
傾
向
が
あ
る
。

【
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
え
さ
場
を
な
く
す
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→�

稲
刈
り
後
、
二
番
穂
の
す
き
込
み
を

す
る
。

・
侵
入
防
止
対
策

→�

吹
き
流
し
や
防
鳥
テ
ー
プ
の
設
置

（
慣
れ
が
生
じ
る
の
で
、
必
要
な
期

間
の
み
設
置
す
る
）。
不
織
布
で
の

被
覆
（
狭
い
ほ
場
で
は
有
効
）。

・
追
い
払
い
対
策
。

→�

か
か
し
や
タ
カ
の
カ
イ
ト
の
設
置

（
慣
れ
を
防
ぐ
た
め
設
置
箇
所
を
変

え
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
）。

→�

レ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ト
に
よ
る
追
い
払
い

（
夜
間
の
み
有
効
。
民
家
や
道
路
の

近
辺
で
は
調
整
が
必
要
）。

→�

爆
音
機
の
使
用
（
民
家
の
近
く
で
は

使
え
な
い
。
慣
れ
が
生
じ
や
す
い
）。

◎
ニ
ホ
ン
ジ
カ

【
生
態
】

・
非
常
に
跳
躍
力
が
高
い
。

・
昼
夜
を
問
わ
ず
行
動
す
る
。

・�

ほ
と
ん
ど
の
植
物
を
食
べ
る
草
食
動
物
。

【
被
害
の
特
徴
】

・�

木
の
樹
皮
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食
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る
た
め
、
木
そ
の

も
の
を
枯
ら
し
て
し
ま
う
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・�

口
の
届
く
高
さ
の
草
木
を
食
べ
、デ
ィ

ア
ラ
イ
ン
※
を
作
る
。

・�
フ
ェ
ン
ス
を
飛
び
越
え
る
ま
た
は
潜

り
込
ん
で
農
地
な
ど
へ
侵
入
す
る
。

※�
デ
ィ
ア
ラ
イ
ン
…
シ
カ
が
届
く
範
囲

の
草
木
が
食
べ
尽
く
さ
れ
、
見
通
し

が
よ
く
な
る
こ
と
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【
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
え
さ
場
を
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く
す
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→�

集
落
お
よ
び
農
地
周
辺
の
未
収
穫
物

の
処
分
。

・
ひ
そ
み
場
を
な
く
す
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→�

集
落
お
よ
び
農
地
周
辺
の
環
境
整
備

（
草
刈
り
や
放
任
果
樹
の
伐
採
、
緩

衝
帯
の
設
置
な
ど
）。

・
防
護
柵
で
作
物
を
守
る
。

→�

防
護
柵
の
高
さ
は
１
８
０
㌢
以
上
。

電
気
柵
は
５
段
必
要
。

えさ場をなくす。

ひそみ場をなくす。 作物を正しく守る。

〜鳥獣対策のポイント〜

詳しくは問い合わせください　　詳しくは問い合わせください　　問問農業振興課　☎（43）1556
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「山鹿市鳥獣対策講習会」を開催！
日時：11月７日㈭午後１時半〜４時（予定）
会場：菊鹿公民館　大会議室
定員：100人（参加者は随時募集中！）
※定員に達し次第、参加をお断りする場合があります。

S T O P !

イノシシだけではない。
被害が増加傾向の鳥獣たち
　山鹿市では近年「ニホンジカ」「カモ類」
による農産物被害や目撃情報が増加傾向
です。今回、生態や対策のポイントなど
をまとめました。イノシシも含め、もっ
とシカやカモの対策について知りたいと
いう人はぜひ一度相談ください。

鳥獣被害！



　毎年 11月 12日から 25日までの 2週間、女性に対
する暴力の問題に関する取り組みを一層強化するため、
「女性に対する暴力をなくす運動」が全国で実施されま
す。運動期間中には、全国のランドマークなどを紫色
にライトアップする「パープル・ライトアップ」が実
施されます。このパープル・ライトアップには、女性
に対するあらゆる暴力の根絶を広く呼び掛けるととも
に、被害者に対して「ひとりで悩まず、まずは相談を
してください」というメッセージが込められています。

　熊本地方法務局および熊本県人権擁護委員連合会に
よる、女性に関する相談を専門に受け付ける全国一斉
「女性の人権ホットライン」強化週間が、11月 13 日
から 19日までの７日間行われます。
　夫、パートナーからのＤＶや職場でのセクハラなど
の相談に人権擁護委員と法務局の職員が対応します。
秘密が外部に漏れる心配はありません。

11月 12日㈫〜 25日㈪は 11月 13日㈬〜 19日㈫は

☎(0570)0
ゼ ロ ナ ナ ゼ ロ の ハ ー ト ラ イ ン

70810
※熊本地方法務局では、この期間以
　外でも月曜日から金曜日までの午
　前8時半から午後5時15分まで、
　同じ専用相談電話で相談に応じて
　います。

「女性の人権ホットライン」専用相談電話
午前８時半から午後７時まで

（土・日は午前 10 時から午後 5 時まで）

◀DV相談ナビ

◀�性犯罪・性暴力被害者
のためのワンストップ
支援センター

※詳しくはホームページをご覧ください。

会員
募集

  長年の豊富な経験・技能を生かしてみませんか？長年の豊富な経験・技能を生かしてみませんか？

  シルバー人材センター 問問公益社団法人  山鹿市シルバー人材センター
　☎(44)1850　☎(44)1850

区　分 主な内容
屋内外の作業 公園清掃、樹木消毒、草刈り・草取り
管理分野 建物、公共施設、空き家、墓地などの管理
農作業 農産物の植え付け・収穫などの農作業
サービス分野 家庭内清掃、買い物、植木の水かけ
技能分野 植木の剪

せん て い

定、障子張り替え、大工仕事、各種技術作業

　山鹿市は、高齢者の生きがいの充実や社会参加の推進を図るため、シルバー人材センターの就労活動を支援
しています。シルバー人材センターに会員登録し、長年の豊富な知識・経験・技能を生かして楽しく仕事をし
てみませんか？　元気なシルバー世代で、地域社会づくりに貢献しましょう。

仕事の内容
❶請負、委任による仕事

❷派遣による仕事
　派遣先から指示を受けることや、従業員と混在して行う仕事など
　（例）一般事務、屋内外軽作業、福祉施設などの送迎業務、福祉施設での補助業務

日��時：11月 13日㈬・27日㈬・12月４日㈬・18日㈬
会��場：山鹿市シルバー人材センター（山鹿402 ｰ 8、旧保利病院跡横）

入会説明会

みんな楽しくがんばってます

新しいしめ縄でよいお年を

問問福祉課　☎ (43)1167福祉課　☎ (43)1167

▲シルバー人材
　センター

広報やまが　2024.11　8
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問消防本部  予防課　☎ (43)9119
　11月９日㈯〜 15日㈮までの一週間、秋の火災予防
運動を実施します。これからの時季は空気が乾燥し火災
が発生しやすくなり、大切な財産だけでなく尊い命まで
も失いかねません。
　次のことに注意して、火災を防ぎましょう。

住宅防火　いのちを守る 10 のポイント住宅防火　いのちを守る 10 のポイント

リチウムイオン蓄電池による火災に気を付けまリチウムイオン蓄電池による火災に気を付けま
しょう！しょう！
　リチウムイオン蓄電池とは、充電が可能で繰り返し利
用できる電池で、高電圧・高容量・高出力で軽量という
特徴があり、スマートフォンやノートパソコンなどさま
ざまな製品に利用されています。
　しかし、最近はリチウムイオン蓄電池が使われている
製品による火災が増えています。火災を防ぐため、使用
方法については十分気を付けましょう！

　万が一発火した時には、火花が飛び散っているときは
近寄らず、火花が収まってから消火器や大量の水で消火
するとともに 119番通報してください。また、身の危
険を感じたら速やかに避難してください。

４つの習慣
１. 寝たばこは絶対にしない、させない
２.�ストーブ（その他暖房器具）の周りに燃えやすいもの
を置かない

３.こんろを使うときは火のそばを離れない
４.コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く

６つの対策
１.�火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安
全装置の付いた機器を使用する

２.�火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期
的に点検し、10年を目安に交換する

３.�火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具
や衣類、カーテンは、防災品を使用する

４.�火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、
使い方を確認しておく

５.�お年寄りや体の不自由な人は、避難経路と避難方法
を常に確保し、備えておく

６.�防火防災訓練への参加や戸別訪問などにより、地域ぐ
るみの防火対策を行う

リチウムイオン蓄電池搭載製品による火災を防ぐために
◦ 自動車のダッシュボードや直射日光の当たる場所、炎
天下に駐車している車内など、高い温度になる場所に
放置しない

◦ 衝撃を与えないよう適切に取り扱い、むやみに分解し
ない

◦メーカーが指定する充電器やバッテリーを使用する
◦ 膨張・異臭・異音・充電できない・バッテリーの減り
が早くなった・充電中に熱くなるなどの異常がある場
合は使用をやめる

◦処分する際は、地域のごみ回収方法をよく確認する

守りたい未来があるから火の用心

9　2024.11　広報やまが
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050

「健幸なまち山鹿」を目指して健幸都市宣言を行いました。
※健幸とは…健やかで幸せに暮らすこと。
このページでは健幸に関する情報をお届けします！

集団追加検診のご案内集団追加検診のご案内

乳がん 子宮頸
け い

がん 骨粗しょう症

対 象 者
（ 女 性 ）

19 ～39 歳（乳房超音波）
40 ～49 歳（マンモグラフィー２方向）
50 歳以上（マンモグラフィー１方向）

19 歳以上

料　　金

19 ～39 歳　1300 円
40 ～49 歳　1900 円
50 ～74 歳　1300 円
75 歳以上　　400 円
　　　　（41、51 歳無料）

19 ～74 歳 1600 円
75 歳以上    500 円

（21、41、51 歳無料）

19 ～74 歳 600 円
75 歳以上　200 円

　 12月16日㈪の午前中、山鹿健康福祉センターで検診車による集団追加検診を実施します。本年度まだ受けていな
い人は、この機会にぜひ申し込みください。申し込み後、問診票などの書類を郵送します。書類に案内時間を記載します
ので、指定の受付時間にお越しください。
●申し込み方法…右記の二次元コードまたは健康増進課に電話で申し込みください。
●申込期限…11月13日㈬

胃がん 腹部超音波 肺がん
喀
かくたん

痰検査
※肺がん検診受診者で

必要な人

対 象 者 19 歳以上

料　　金
19 ～74 歳 1500 円 
75 歳以上    500 円
       （41、51 歳無料）

19 ～74 歳 1200 円
75 歳以上    400 円

19 ～74 歳  700 円 
75 歳以上   200 円
       （41、51 歳無料）

19 ～74 歳 900 円
75 歳以上　300 円

● 受診料金の免除…市県民税非課税世帯および生活保護世帯（令和６年度市県民税課税台帳記載事項証明書または生
活保護証明書が当日必要です）※コンビニ発行は不可

●�無料クーポン対象生年月日…21歳 / 平成 15年 4月 2日〜平成 16年 4月 1日、41歳 / 昭和 58年 4月 2日〜
昭和 59年 4月 1日、51歳 / 昭和 48年 4月 2日〜昭和 49年 4月 1日

申し込み▶︎

りんどう相談支援センターりんどう相談支援センター 問問りんどう相談支援センター　☎096(365)7606りんどう相談支援センター　☎096(365)7606

　熊本県から委託を受けた熊本県社会福祉士会の社会福祉士が、ハンセン病回復者およびその家族などの話を聞き、必
要なお手伝いをします。相談は無料です。事情に応じて面談の時間や場所は柔軟に対応します。
●開所日時　月～金曜日（祝日を除く）の午前９時～午後４時
●電　　話　096（365）7606　●メール　soudan@kumarindou-csw.com
●住　　所　〒862-0910　熊本市東区健軍本町１−22　東部ハイツ105 号

りんどう相談
支援センター▶︎

ハンセン病元患者のご家族へハンセン病元患者のご家族へ

対象者 補償金額

（ア）配偶者（事実婚含む） （イ）親、子（ウ）親・子の配偶者および配偶者の親・子など 180 万円

（エ）兄弟姉妹（オ）祖父母・孫（カ）祖父母・兄弟姉妹・孫の配偶者および配偶者の祖父母・
兄弟姉妹・孫など（キ）曾祖父母、ひ孫、おじ、おば、おい、めい 130 万円

※請求期限は11 月21 日㈭です。平成８年３月31 日までの間に「ハンセン病の発病歴・国内など居住歴のある人」　
　と上記関係にあったことがあり、生存している人が対象です。また、同居など一定の要件が必要な場合があります。

　ハンセン病元患者家族の被った精神的苦痛を慰謝するための補償金を支給します。まずは電話で相談ください。

問問厚生労働省補償金相談窓口　☎03(3595)2262厚生労働省補償金相談窓口　☎03(3595)2262
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11月の休日在宅当番医および当番薬局11月の休日在宅当番医および当番薬局
日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

３日㈷ 大橋通クリニック / きくか松岡クリニック 江上薬局大橋通
４日㉁ 中川医院 / まえはら泌尿器科クリニック きらきら薬局 / まつ薬局

10 日㈰ 徳永内科小児科クリニック / 小林医院 クオール薬局山鹿店
17 日㈰ 山鹿中央病院 / かもと整形外科医院 山鹿新町薬局
23 日㈷ 山鹿回生病院 / 幸村医院 かおうまち薬局 / まつ薬局
24 日㈰ 保利病院 エース薬局

〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健幸手帳〜健幸手帳〜
「シニアのための健康貯筋教室」を開催しました「シニアのための健康貯筋教室」を開催しました
　これからも元気でいきいきとした生活を送るため、自分自身にあった運動や楽しみを見つける機会として「シニア
のための健康貯筋教室」を開催し、31人が参加しました。
　参加者は「ケアトランポリン教室」「介護予防音楽教室」「フィット・ワン運動教室」という３種類の教室を体験し「ど
の教室も楽しかった」「体も軽くなり、頭もスッキリした」「体を動かすことの大切さを痛感した」「学んだことを家でも
続けたい」「また参加したい」などの感想が聞かれました。

各健診の対象者には、個別に案内通知を郵送します。

　毎週金曜日の午前９時半〜11時
＜持参品＞
　・医療機関が発行する妊娠証明書
　・運転免許証など本人確認ができるもの
　・妊婦本人名義の通帳または通帳のコピー
　　（出産、子育て応援ギフト事業に必要です）

母子健康手帳交付

各種母子保健事業各種母子保健事業

　予約制ですので、事前に右記二次元
コードまたは、健康増進課に電話で予約
してください。　　�予約はこちらから▶︎

お子さんの発達、子育ての悩みなど、
心配なことは健康増進課に相談ください。

問問熊本県赤十字血液センター　熊本県赤十字血液センター　☎☎ 096(384)6725096(384)6725

●献 血 日 �11月 20日㈬
●場　　所　M

ミスター

rM
マックス

ax 山鹿店
●受付時間　午前９時半〜11時半、午後０時45分〜３時半

けんけつちゃん

※天候などにより中止または
　延期する場合があります

献血献血にご協力ください！にご協力ください！

▲ケアトランポリン教室 ▲介護予防音楽教室 ▲フィット・ワン運動教室

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会 ☎（44）2086〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉
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問人権啓発課　☎ (43)1199人 権 啓 発 便 り 第44号
人輝く
人権尊重の都

ま ち

市 や ま が
ご存じですか、こども食堂「百

ひ ゃ っ か

華」
　９月 17日、ふれあい人権講座を鹿本市民センターで開催し、市民など約 80人が参加しました。今回は山
鹿に１つしかないこども食堂「百華」を８年前から続けている豊田真

ま

紀
き

さんに話していただきました。

　ボランティアの皆さんとともに運営をしています。現在は 15人がボランティア登録さ
れていて、その中から毎回４〜６人ほど来てくれています。高校生や大学生も時々手伝い
に来てくれます。こども食堂では、初めて来た人が誰に声をかけてよいのか分かるように、
スタッフはお揃いのエプロンを着ています。こども食堂はボランティアの皆さんの協力で
成り立っています。

　子ども食堂には、さまざまな人が来られます。家族みんなで来たり、
子育て中のお父さんと子ども、お孫さんを連れたご年配の人、友達同士
で来る子どももいます。
　子ども食堂＝貧困というイメージがあるようですが、そんなことはあ
りません。食べる以外にも、コミュニケーションの場となったり、スト
レス解消の場になったりもしています。それを知ってもらうために、老
人会の皆さんを招待して、子どもたちとの交流の場を設けるなどの取り
組みも行っています。

●運営について

　子ども食堂を知ってもらうために、小さな夏祭りや子ども祭り、お菓子の
つかみ取り、サンマの塩焼きなどさまざまなイベントも行っています。子ど
もたちに喜んでもらえるようにと企業も支援してくれています。
　このように人のつながりが子ども食堂を支えてくれています。

●活動の様子

●人のつながりが支える子ども食堂

　まだまだ支援が必要な家庭にこども食堂を知ってもらえていないと思います。そんな
家庭に子ども食堂のことを知ってもらいたいと考えています。
　小さな善意が重なり合って続けられている子ども食堂、子どもたちが「たくさん食べ
て、体も心も元気いっぱい！」になってほしいと思っています。

●豊田さんの願い

第 20 回やまが人権フェスティバルを開催します！
　市民の皆さんに人権を身近な問題として考えていた
だくため、第20回やまが人権フェスティバルを開催
します。
　この機会に人権について考えてみませんか？

日時：11月９日㈯　午後１時から３時45分
場所：山鹿市民交流センター文化ホール

内容：・ALTの先生たちとのトークセッション
　　　・仕事の流儀〜山鹿への思いを語る〜
　　　・日本語クラブ受講生による発表
　　　・人権擁護委員による活動発表　など

参加無料、申し込み不要です。
参加をお待ちしています。

広報やまが　2024.11　12
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令和７年度地域担い手育成センター

新規就農研修生募集
　９月１日から JA鹿本地域担い手育成センター※（以下、育成センター）
８期生（令和７年７月研修開始）の募集を始めました。
　本年度からきめ細やかな相談に対応していくため育成センター卒業生が
研修生の相談役となる「研修メンター制度」を県内で始めて導入するなど、
研修強化を図っています。
　また、JAや行政、地域農業者が連携して研修生の就農や営農を支援して
いく仕組みを充実させており、育成センターで研修をすれば、地域の仲間
や先輩と安心して農業ができるように取り組んでいます。
　「農業に興味のある人」「就農に対し強い意志を持っている人」は、ぜひ
相談してください。
※平成30年度に県内で初めて建設された JA研修施設で、６期生まで総勢26人の卒業生を輩出。現在は７期生が
　研修を受講中。

１. 募集内容　JA鹿本管内（山鹿市、熊本市北区植木町）で就農を希望する研修生の募集
２. 募集資格　意欲のある就農希望者（親元就農希望者も可）
３. 募集定員　６人
４. 募集期間　12月 25日㈬まで
５. 応募方法　JA鹿本営農企画課にお電話ください　☎（41）5146

問農業振興課　☎ (43)1556

▲卒業生の皆さん

▲研修の様子

募集概要



図書館スタッフ図書館スタッフ  おすすめのおすすめの１冊１冊

問い合わせ先問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★生涯学習・スポーツ課☎ (43)1150

蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

お
し
ら
せ

ひだまり図書館

「第２回ひだまり大賞」
　利用者の皆さんに投票していただき、イチオ
シの本を決定する「ひだまり大賞」を開催しま
す。候補作品は利用者の皆さんに推薦していた
だいたものです。ぜひお気に入りの本に清き一
票をお願いします。
こもれび図書館
こもれび図書館 開館10周年

「こもれび名文栞
しおり

」
　こもれび図書館に所蔵している本の中か
ら、100冊を選び、イチオシの一文を栞にしま
した。対象の本を借りた人に先着でプレゼン
トします。

専業主婦歴 20 年の美奈子。再就職先はスーパー
の「おしゃべりレジ」でした。お客様とのやり
取りで、さまざまな人生に触れます。

【ひだまり】【こもれび】

『かごいっぱいに詰め込んで』 
 　　　　　　真下みこと / 著　講談社 / 出版

あなたの命を守るのは「正しい知識」です。
日常で遭遇する可能性がある 76 の危険を回避
する方法を教えます。

【ひだまり】【こもれび】

『いのちをまもる図鑑
　　　　　　 ‐ 最強のピンチ脱出マニュアル』
　　　　　　池上彰 / 著　ダイアモンド社 / 出版

《小説》

《児童書》

休 

館 

日

 ひだまり図書館

11月４日㉁・11日㈪・18日㈪・25日㈪・
26日㈫・27日㈬

 こもれび図書館

11月６日㈬・13日㈬・20日㈬・25日㈪・
26日㈫・27日㈬

山鹿市立図書館　臨時休館のお知らせ

　システム変更に伴い、11月 25日㈪・26日㈫・27日㈬の３日間、
ひだまり図書館、こもれび図書館、鹿北図書室、菊鹿図書室、鹿央
図書室の全館全室を臨時休館します。ご理解とご協力をお願いします。

山鹿市健幸フェスティバル山鹿市健幸フェスティバル
　10月６日に、山鹿市総合体育館で山鹿市健幸フェスティバル
を開催しました。初の大規模開催となったことしは、健康に関す
るさまざまなブースが開設され、来場者は各種体験を楽しんだり、
健康チェック・相談をすることができました。メインステージで
はダンスや健康に効果的な体操、料理研究家コウケンテツさんに
よる講演会が行われました。最後には会場の外でバルーンリリー
スが行われ、笑顔あふれるイベントとなりました。 ❶❶

❷❷

❻❻❺❺

❹❹ ❸❸
❶コウケンテツさんによる講演会❷eスポーツ体験会❸無料歯科健診❹バルーンリリース❺赤ちゃんハイハイレース
❻いきいき百歳体操 問 健康増進課　☎(43)0050
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料
広
告 

〉

問 カルチャースポーツセンター　☎(43)0090

◦体育館　
　２日㊏・３日㊗　9：00〜
　　第 49回熊日学童オリンピックハンドボール大会
　９日㊏・10日㊐　9：00〜
　　熊本県高校新人剣道大会
　16日㊏・17日㊐　9：00〜
　　第20回九州クラブ９人制バレーボール大会
　21日㊍　９：00〜
　　山鹿市小体連小学生親善球技大会
　24日㊐　９：00〜
　　JDSF-PD九州ダンススポーツ競技 in 山鹿
　30日㊏　９：00〜
　　熊本県教職員ハンドボール大会
◦市民球場
　２日㊏〜４日㊡・９日㊏　９：00〜
　　第 25回九州地区準硬式野球秋季大会
　10日㊐・16日㊏・17日㊐　9：00〜
　　城北地区高校野球秋季大会
　30日㊏　9：00〜
　　第 55回ボーイズリーグ春季大会熊本支部予選
　　（硬式野球）

◦多目的グラウンド
　２日㊏・３日㊗　９：00〜
　　第 58回地区対抗ソフトボール大会
　３日㊗・４日㊡・９日㊏・10日㊐　９：00〜
　　全日本U-12サッカー大会
　９日㊏　９：00〜
　　八幡校区老人クラブグラウンドゴルフ大会
　10日㊐　９：00〜
　　隊友会グラウンドゴルフ大会
　16日㊏　９：00〜
　　退職公務員連盟グラウンドゴルフ大会
　21日㊍　９：00〜
　　山鹿市老人クラブグラウンドゴルフ大会
　23日㊗・24日㊐　９：00〜
　　九州大学サッカー決勝大会
　30日㊏　９：00〜
　　熊本県少年サッカーU11新人大会
◦テニスコート
　４日㊡　９：00〜
　　第20回山鹿温泉杯中学生女子団体ソフトテニス大会
　９日㊏　９：00〜
　　第20回山鹿温泉杯中学生男子団体ソフトテニス大会
　10日㊐　９：00〜
　　山鹿市テニス協会杯シングルテニス大会
　16日㊏　９：00〜
　　都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会

カルチャースポーツセンターカルチャースポーツセンター
イベント情報（11月）イベント情報（11月）
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今
月
の
市
税
・
保
険
料
な
ど
の
納
期
限

①
国
民
健
康
保
険
税
　
　（
第
６
期
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
第
５
期
）

◦
納
期
限
　
12
月
２
日
㈪

納
付
場
所

◦ 

山
鹿
市
役
所
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど

※ 

納
付
方
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

納
付
書
裏
面
を
参
照
く
だ
さ
い
。

※ 

携
帯
電
話
な
ど
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
を
活

用
し
て
、
納
税
に
関
す
る
お
知
ら

せ
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
い
ま
す
。

【
メ
ー
ル
の
通
知
番
号
】

　
　
０
７
０（
１
８
３
８
）６
１
４
９

問
税
務
課
収
納
係
①☎（

43
）１
１
４
４

　
国
保
年
金
課
②
☎（
43
）１
５
７
６

 

お
知
ら
せ

案　内　版　案　内　版　InformationInformation



〈 

有
料
広
告 

〉
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業
実
施
前
に
地
域
生
活
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
補
助
対
象
に
該

当
す
る
場
合
、
交
付
決
定
通
知
後

に
事
業
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

事
業
完
了
し
た
日
か
ら
30
日
以

内
、
ま
た
は
令
和
７
年
３
月
14
日

㈮
の
い
ず
れ
か

早
い
日
に
、
必

要
書
類
を
地
域

生
活
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
地
域
生
活
課
　
☎（
43
）１
１
１
４

 

市
民
手
帳
の
追
加
申
し
込
み

　
２
０
２
５
年
版
市
民
手
帳
の
在
庫

に
余
裕
が
あ
り
、
追
加
で
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

  
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
事

業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

　　
市
内
の
従
業
者
数
10
人
以
上
の
事

業
所
を
対
象
に
、
事
業
所
の
男
女
共

同
参
画
の
実
態
を
把
握
し
、
就
労
分

野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
促
進
や
仕

事
と
家
庭
生
活
の
両
立
に
向
け
た
施

策
の
推
進
を
一
層
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。
対
象
の
事
業
所
に
は
調
査
依
頼

文
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
専
用

の
回
答
フ
ォ
ー
ム
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
回
答
く
だ
さ
い
。

◦ 

調
査
時
期

　
11
月
１
日
㈮
か
ら
29
日
㈮
ま
で

◦ 

調
査
対
象
　
事
業
所
母
集
団
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
よ
り
抽
出
し
た
市
内
の

従
業
者
数
10
人
以
上
の
約
５
０
０

事
業
所

◦ 

調
査
方
法
　
封
書
で
の
郵
送
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

※ 

不
明
な
点
は
、
男
女
共
同
参
画
推

進
室
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

人
権
啓
発
課
　
男
女
共
同
参
画
推

進
室
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
９
９

 

商
工
業
跡
継
ぎ

 

支
援
事
業
補
助
金

　　
市
内
中
小
企
業
者
の
円
滑
な
事
業

承
継
を
支
援
し
ま
す
。

◦ 

補
助
対
象
者
　
市
内
に
引
き
続
き

５
年
以
上
経
過
し
て
い
る
事
業
所

を
、
商
工
団
体
の
支
援
を
受
け
て

事
業
承
継
す
る
人

◦
補
助
上
限
額
　
１
０
０
万
円

◦
補
助
率　
２
分
の
１
以
内

◦ 

補
助
対
象
経
費　
事
業
所
の
新
増

改
築
お
よ
び
改
修
工
事
、
電
気
・

空
調
・
換
気
・
給
排
水
設
備
な
ど

の
工
事
、
事
業
所
の
賃
料
（
最
大

３
カ
月
分
）、
設
備
・
機
械
の
購

入
費
、事
業
用
車
両
の
リ
ー
ス
費
、

広
告
宣
伝
費
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

調
査
費
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
の
会
場
使
用
料

▲ 山鹿市

　
本
市
の
優
れ
た
自
然
や
歴
史
文
化

を
生
か
し
た
国
際
・
地
域
間
交
流
事

業
を
行
う
民
間
団
体
に
対
し
て
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◦ 

募
集
期
限
　
11
月
29
日
㈮
ま
で

◦ 

対
象
事
業
　
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
、
産
業
、
福
祉
な
ど
に
よ
る
他
市

町
村
や
海
外
都
市
と
の
交
流
事
業

◦ 

対
象
者
　
市
内
に
活
動
の
拠
点
が

あ
る
民
間
団
体
で
、
国
際
・
地
域

間
交
流
事
業
の
実
績
、
ま
た
は
今

後
継
続
す
る
意
思
が
認
め
ら
れ
る

団
体

◦ 

対
象
経
費
　
交
流
事
業
に
要
す
る

経
費
（
飲
食
に
係
る
経
費
、
交
流

会
な
ど
の
参
加
費
、
お
土
産
代
、

本
市
以
外
の
会
員
に
か
か
る
経
費

な
ど
は
対
象
外
）

◦ 

補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
で
、
１
団
体
30
万
円
を

限
度

※ 

申
請
す
る
と
き
は
必
要
書
類
を
事

 
国
際
・
地
域
間
交
流
事
業

 
補
助
金

▲ 山鹿市

　
購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
左
記
の
二

次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
、

総
務
課
行
政
係
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ 

価
格
　
１
冊
６
９
０
円（
税
込
み
）

問
総
務
課
行
政
係

☎（
43
）１
１
１
７ ▲ 申し込み

　
市
内
商
工
団
体
の
支
援
を
受
け
て

新
た
に
創
業
ま
た
は
開
業
す
る
人
を

支
援
し
ま
す
。

◦ 

補
助
対
象
者
　
商
工
団
体
の
支
援

を
受
け
て
市
内
で
創
業
・
開
業
す

る
人

◦ 

補
助
上
限
額
　
１
０
０
万
円
（
基

本
額
50
万
円
、
過
去
１
年
以
内
に

市
内
に
移
住
し
た
人
は
30
万
円
を

加
算
、
商
店
街
に
加
入
し
た
人
は

20
万
円
を
加
算
）

◦
補
助
率　
２
分
の
１
以
内

◦ 

補
助
対
象
経
費　
事
業
所
の
改
修

工
事
、
電
気
・
空
調
・
換
気
・
給

排
水
設
備
な
ど
の
工
事
費
、
事
業

所
の
賃
料
（
最
大

３
カ
月
分
）、
設

備
・
機
械
の
購
入

費
、
広
告
宣
伝
費

問
山
鹿
商
工
会
議
所☎（

43
）４
１
１
１

問
山
鹿
市
商
工
会

☎（
46
）２
１
４
１

 

創
業
・
開
業
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

応
援
事
業
補
助
金

▲ 山鹿市

問
山
鹿
商
工
会
議
所☎（

43
）４
１
１
１

問
山
鹿
市
商
工
会

☎（
46
）２
１
４
１



〈 

有
料
広
告 
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九
州
財
務
局
の
「
多
重
債
務
相
談

窓
口
」
で
は
、
借
金
の
返
済
な
ど
の

悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が

話
を
伺
い
、
本
人
や
家
族
の
希
望
を

踏
ま
え
て
、
債
務
整
理
方
法
や
生
活

再
建
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

制
度
な
ど
、
必
要
な
情
報
提
供
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
お
つ
な
ぎ
し
て

 

返
せ
な
い
借
金
な
ど
で
お
困

 

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

▲ 九州財務局

　
令
和
６
年
分
の
「
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
」
の
予
定
納
税
（
第

２
期
分
）
の
納
期
限
は
、
12
月
2
日

㈪
で
あ
り
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
が

必
要
で
す
。

 

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

 

税
の
予
定
納
税
（
第
２
期
分
）

 

を
お
忘
れ
な
く

▲ 国税庁

　
市
内
中
小
企
業
者
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

◦ 

補
助
対
象
者
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
に
必
要
と
な
る
決
済
端
末
ま

た
は
そ
の
付
属
機
器
な
ど
を
導
入

す
る
人

◦ 

補
助
上
限
額
　
５
万
円
（
１
店
舗

あ
た
り
）

◦
補
助
率　
２
分
の
１
以
内

◦ 

補
助
対
象
経
費　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
端
末
お
よ
び
付
属
品
の
購

入
費
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
端

末
な
ど
の
設
置
費
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
端
末
な
ど
の
設
置
と
合

わ
せ
て
行
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
開
設
工
事
費

問
商
工
課
　
　
　
☎（
41
）５
６
９
８

  
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

 
導
入
支
援
事
業
補
助
金

▲ 山鹿市

　
九
州
財
務
局
で
は
、
財
務
省
・
金

融
庁
の
施
策
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
、
学
校
の
授
業
や
職
場
で

の
研
修
・
会
議
、
地
域
グ
ル
ー
プ
で

の
勉
強
会
な
ど
に
、
職
員
を
講
師
と

し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。
講
演
料
・

交
通
費
は
一
切
不
要
で
す
。

◦ 

主
な
講
演
テ
ー
マ
　
　

　 【
財
政
】
国
の
財
政
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
？

　
※ 

小
中
高
生
向
け
の
財
政
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
財
務
大
臣
に
な
っ

て
予
算
を
作
ろ
う
」
と
い
っ
た

授
業
も
準
備
し
て
い
ま
す
。 

 

財
務
局
職
員
を
講
師
と
し
て

 

派
遣
し
ま
す

▲ 九州財務局

　
納
付
に
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る
「
振

替
納
税
」
が
大
変
便
利
で
す
。
ぜ
ひ

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
税
庁
で
は
納
税
環
境
向

上
の
た
め
、
多
様
な
納
税
手
続
き
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
振
替
納
税
の
ほ

か
、
自
宅
で
納
税
手
続
き
が
完
結
す

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
も
大
変
便

利
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
利
用
く

だ
さ
い
。

※ 
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
税
務
署
　
☎（
44
）２
１
８
１

※ 

自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
択

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
家
族
か
ら
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
解
決
に
向
け
て

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◦ 

日
時
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１

時
～
５
時

問
九
州
財
務
局
多
重
債
務
相
談
窓
口

☎
０
９
６（
３
５
１
）０
１
５
０

　 【
経
済
】
今
の
景
気
は
良
い
の
？

悪
い
の
？

　 【
金
融
ト
ラ
ブ
ル
】
金
融
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

知
っ
て
お
く
こ
と

　 【
多
重
債
務
】
多
重
債
務
に
陥
ら

な
い
た
め
に

　
※ 

右
記
に
限
ら
ず
、
ご
希
望
の

テ
ー
マ
で
話
し
ま
す
。
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

九
州
財
務
局
総
務
部
財
務
広
報
相

談
室☎

０
９
６（
３
５
３
）６
３
５
１
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お
知
ら
せ

 
募
　
集

 

金
灯
籠
制
作
教
室
生
徒
募
集

　
灯
籠
師
が
金
灯
籠
作
り
を
丁
寧
に

指
導
し
ま
す
。
国
の
伝
統
的
工
芸
品

で
あ
る
山
鹿
灯
籠
制
作
に
興
味
が
あ

る
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦ 

対
象
者　
原
則
と
し
て
市
内
在
住

で
毎
回
出
席
で
き
る
人

◦ 

期
間　
12
月
７
日
㈯
～
令
和
７
年

３
月
15
日
㈯
　
毎
週
土
曜
日
（
12

回
）　
午
後
１
時
～
４
時

◦ 

場
所　
山
鹿
灯
籠
民
芸
館
　
別
館

２
階

◦ 

定
員　
５
人
程
度

◦ 

年
齢　
45
歳
ま
で
（
高
校
生
可
）

◦ 

参
加
費　
約
５
千
円
（
材
料
代
）

◦ 

申
込
期
限　
11
月
25
日
㈪

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
お
断
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問 

商
工
課
　
　
　
☎（
41
）５
６
９
８

　
山
鹿
灯
籠
師
組
合
（
田
中
）

　
☎
０
９
０（
４
３
５
６
）５
５
８
９

　
電
話
受
け
付
け
　
午
前
８
時
半
～

　
午
後
５
時

　　
講
座
生
が
主
体
に
な
り
運
営
す
る

「
自
主
講
座
」
の
団
体
登
録
を
受
け

付
け
ま
す
。
登
録
の
自
主
講
座
団
体

に
は
、
受
講
生
募
集
や
令
和
７
年
度

の
施
設
の
年
間
予
約
に
つ
い
て
支
援

し
ま
す
。

※ 

自
主
講
座
の
団
体
登
録
は
毎
年
必

要
で
す
。

◦ 
申
込
期
限
　
11
月
１
日
㈮
～
29
日

㈮
　
平
日
の
午
前
８
時
半
～
午
後

５
時

◦ 

申
請
場
所
　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
課
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
地
区
公
民
館

問 

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

☎（
43
）１
１
５
０

 

令
和
７
年
度
「
自
主
講
座
」

 

団
体
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

 

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

 

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　　
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
で
す
。
受
講
料
は
無
料

で
す
が
、教
科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

◦ 

訓
練
内
容　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
格
取
得
を

目
指
し
、
在
宅
就
労
を
含
め
事
務

職
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
習
得

し
ま
す
。

◦
定
員
　
８
人

◦
募
集
期
限
　
11
月
29
日
㈮

　
訓
練
は
も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し

た
就
職
に
結
び
つ
き
や
す
い
内
容
で

す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
科

書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

◦
募
集
科
・
募
集
人
員

　
①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
科
（
15
人
）

　
②
溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
（
12
人
）

　
③
建
設
機
械
科
（
10
人
）

　
④
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
人
）

◦ 

募
集
期
間
　
11
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

◦
試
験
日
（
筆
記
・
面
接
）

　
12
月
６
日
㈮

◦ 

訓
練
期
間
　
令
和
７
年
１
月
７
日

㈫
～
6
月
26
日
㈭
の
６
カ
月
間

※ 

施
設
見
学
会
を
11
月
６
日
㈬
と
20

 

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓

練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ

て
、早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、

国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
受
講
料

は
無
料
で
す
が
、
教
科
書
代
な
ど
が

必
要
で
す
。

◦ 

場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

◦ 

訓
練
科
目
　
溶
接
加
工
科
、
電
気

設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
生
産
ラ
イ
ン
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

※ 

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用

保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が
ら
訓
練

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦ 

募
集
期
間
　
11
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

◦ 

訓
練
期
間
　
令
和
７
年
1
月
7
日

㈫
～
６
月
26
日
㈭

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池（
訓
練
担
当
）

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

 

職
業
訓
練
生
募
集

日
㈬
に
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８（
62
）８
６
１
０

◦ 

訓
練
期
間
　
令
和
７
年
1
月
８
日

㈬
～
３
月
26
日
㈬

◦
テ
キ
ス
ト
代

　
税
込
み
約
１
万
４
１
３
５
円

◦ 

訓
練
場
所　
株
式
会
社
総
合
プ
ラ

ン
ト
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
中
央
区
神
水
１
丁
目
38

︲
11
）

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

▲熊本県立高等
　技術専門校

▲ポリテクセ
　ンター荒尾



〈 

有
料
広
告 

〉

19　2024.11　広報やまが

案　内　版　案　内　版　InformationInformation

 

お
知
ら
せ

 

第
７
回
山
鹿
市
老
連

 

健
幸
づ
く
り
芸
能
大
会

 

第
10
回
鞠き

く

智ち

城じ
ょ
う

 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　 

鞠
智
城
で
は
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
中
で
す
。
鞠
智
城
と
そ

の
周
辺
の
四
季
折
々
の
美
し
い
風
景

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦ 

募
集
期
限
　
令
和
７
年
１
月
19
日
㈰

◦ 

各
賞
　
グ
ラ
ン
プ
リ
１
人
、
鞠
智

城
賞
２
人
、
特
別
賞
５
人

　
副
賞
と
し
て
商
品
券
を
贈
呈

◦ 

審
査
員
　

　
長
野
良り

ょ
う

市い
ち

氏
（
写
真
家
）

　 

横
井
誠ま

こ
と

氏
（
熊
本
日
日
新
聞
編

集
局
写
真
映
像
部
部
長
）

※ 

詳
し
く
は
、 

鞠
智
城
ホ
ー
ム
ペー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

☎（
48
）３
１
７
８

　
（ 

月
曜
休
館
・
月
曜
が
祝
日
の
場

合
、
翌
日
休
館
）

　
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
・
生
き
が

い
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
会
員
の
趣
味
や
サ
ー

ク
ル
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
、
ま

た
会
員
相
互
の
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
こ
の
健
幸
づ
く
り
芸
能

大
会
を
八
千
代
座
で
開
催
し
ま
す
。

　
山
鹿
市
は
２
月
に
市
民
の
皆
さ
ん

が
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て
ほ

し
い
と
願
い
を
込
め
て
、
健
幸
都
市

宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
健
幸
長
寿

へ
の
施
策
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
で
も
、
山
鹿
中
学
校
太

鼓
部
を
招
い
て
、
元
気
な
「
幸こ

う

」
齢

者
と
し
て
こ
の
舞
台
で
舞
踊
・
健
康

ダ
ン
ス
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
ま
で
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

応
援
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
11
月
30
日
㈯
　
午
前
９
時

開
会
（
午
前
９
時
半
開
演
）
～
午

後
３
時
半
頃
ま
で

◦ 

会
場　
八
千
代
座

問
山
鹿
市
老
人
ク
ラ
ブ（
鬼
木
（
山
鹿

　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
））

☎（
43
）１
１
０
４

 

山
鹿
市
立
博
物
館

 

イ
ベ
ン
ト
情
報

「
絵
図
・
地
図
で
見
る
山
鹿
」

　
昔
の
絵
図
や
地
図
に
描
か
れ
た
山

鹿
の
姿
を
振
り
返
り
ま
す
。「
大
正

広ひ
ろ

重し
げ

」
と
呼
ば
れ
た
吉
田
初は

つ

三さ
ぶ

郎ろ
う

の

鳥ち
ょ
う

瞰か
ん

図ず

「
菊
池
史
蹟
図
」
も
初
公

開
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　
11
月
９
日
㈯
～
令
和
７
年

２
月
24
日
㉁
　
午
前
9
時
～
午
後

４
時
半

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
立
博
物
館
２
階

　
企
画
展
示
室

◦ 

観
覧
料
　
一
般
・
大
学
生
２
７
０

円
、
高
校
生
以
下
70
円
（
幼
児
お

よ
び
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料
）

冬
の
星
空
観
察
会

　
冬
は
星
空
が
よ
く
見
え
る
季
節
で

す
。
博
物
館
の
大
き
な
天
体
望
遠
鏡

で
冬
の
星
座
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

◦ 

日
時
　
12
月
7
日
㈯
　
午
後
７
時

～
９
時

※ 

天
気
が
悪
い
場
合
は
室
内
で
ス
ラ

イ
ド
に
よ
る
星
の
話
を
し
ま
す
。

◦ 

場
所
　
市
立
博
物
館
研
修
室
、
屋
外

◦ 

参
加
費
　
無
料
（
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
）

◦ 

定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

問 

山
鹿
市
立
博
物
館☎（

43
）１
１
４
５

 

や
ま
が
和
栗
の
農
産
加
工

 

講
座
を
開
講
し
ま
す
！

　
や
ま
が
和
栗
振
興
協
議
会
で
は
、

や
ま
が
和
栗
を
使
用
し
た
郷
土
料
理

を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
市
内
の
食

の
名
人
を
講
師
に
招
き
、
和
栗
の
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
山
鹿
市
在

住
で
農
産
加
工
に
興
味
が
あ
る
人
、

新
規
事
業
を
検
討
し
て
い
る
人
な
ど

は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◦ 

対
象
　
山
鹿
市
在
住
で
「
農
産
加

工
に
興
味
が
あ
る
人
」「
物
産
館

へ
出
荷
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
人
」「
新
規
事
業
を
検
討
し
て

い
る
人
」
な
ど

※ 

す
で
に
飲
食
店
や
農
産
加
工
活
動
を

し
て
い
る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◦ 

参
加
料
　
千
円
（
１
回
）

◦ 

定
員
　
各
20
人
　
先
着
順
（
１
回

の
み
の
参
加
も
可
）

◦ 
開
催
日
程
　

　【
第
１
回
】
11
月
26
日
㈫

　「
栗
だ
ん
ご
」

　 【
第
２
回
】
12
月
11
日
㈬

　「
栗
お
こ
わ
」

　【 

第
３
回
】
令
和
７
年
１
月
28
日
㈫

　「
栗
ま
ん
じ
ゅ
う
」　

※ 

開
催
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時

～
３
時

※ 

詳
し
い
日
程
と
場
所
は
応
募
者
へ

連
絡
し
ま
す
。

問 

道
の
駅
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と

☎（
46
）１
１
２
６

 
催
　
し

▲鞠智城



10
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び

　
17
ペ
ー
ジ
有
料
広
告
に
お
い
て
、

文
字
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課
　
☎（
43
）１
１
１
０

（
誤
）Spotanaeous

→
（
正
）Spontaneous

（
誤
）
全
個
人
レ
ッ
ス
ン

→
（
正
）
完
全
個
人
レ
ッ
ス
ン

♥ホームページ♥ ⇒ https://www.ishinofurukawa.co.jp 住所：山鹿市方保田3514-1

☎（0968）36-9668
建設業の許可石工事　熊本県知事般-２　第12675号

お墓のことなら、”お墓のメンテナンス会社”
石のふるかわに、
どんなことでもご相談ください！

墓誌の
ご記名

などはお済み
ですか？

ご相談ください！
・お墓を建てたい。
・お墓を
　きれいにしたい。
・お墓を
　リフォームしたい。
・お墓じまい
　　　　をしたい。
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さ
く
ら
湯

さ
く
ら
湯
1111
月
休
館
日

月
休
館
日

1111
月月
2020
日
㈬
日
㈬

 
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

 
イ
ベ
ン
ト
情
報

企
画
展
Ⅲ
「
鏡
の
か
が
や
き
～
古
墳
に

描
か
れ
た
円
文
が
意
味
す
る
も
の
～
」

◦ 

期
間
　
11
月
2
日
㈯
～
令
和
７
年

２
月
９
日
㈰

◦ 

時
間

　
午
前
９
時
半
～
午
後
５
時
15
分
　

　（
入
館
は
午
後
４
時
45
分
ま
で
）

◦ 

内
容
　
県
内
の
古
墳
か
ら
見
つ

か
っ
た
鏡
や
石
や
土
で
つ
く
ら
れ

た
鏡
の
模
造
品
、
鏡
と
思
わ
れ
る

円
文
が
描
か
れ
た
家
形
埴
輪
の
展

示
を
通
し
て
、
古
墳
時
代
の
人
々

に
と
っ
て
鏡
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
、装
飾
古
墳
に
鏡（
円
文
）

が
描
か
れ
た
理
由
を
考
え
ま
す
。

◦
場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦ 

観
覧
料
　
大
人
４
３
０
円
、
大
学

生
２
６
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

企
画
展
Ⅲ
関
連
イ
ベ
ン
ト　

ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク「
鏡
の
か
が
や
き
を
見
る
」

　
学
芸
員
が
企
画
展
の
見
ど
こ
ろ
を

解
説
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　
①
11
月
30
日
㈯
　
②
12
月

７
日
㈯
　
午
後
１
時
半
～
約
30
分

　
※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
観
覧
料

　
　
が
必
要
で
す
。

企
画
展
Ⅲ
関
連
特
別
講
座

◦ 

日
時
　
11
月
17
日
㈰

　
午
後
１
時
半
～
３
時

◦ 

演
題
　
特
別
講
座
Ⅰ
「
鏡
か
ら
み

た
古
墳
時
代
の
地
域
と
社
会
　
熊

　
鹿
本
町
出
身
の
元
総
理
大
臣
清
浦

奎け
い
ご吾
伯
が
創
設
し
た
図
書
館
「
奎
堂

文
庫
」。
司
法
省
時
代
に
法
律
の
制
定

に
尽
力
し
た
清
浦
伯
が
残
し
た
司
法

や
法
律
に
関
す
る
本
を
展
示
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　
11
月
５
日
㈫
～
11
月
15
日

㈮
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
学

校
休
業
日
は
除
く
）

◦ 

場
所
　
鹿
本
商
工
高
等
学
校

問 

鹿
本
商
工
高
等
学
校
（
下
田
）

☎（
46
）３
１
９
１

 
奎け

い
ど
う堂
文
庫
展
示
資
料
室
企
画
展

 「
奎
堂
文
庫
と
司
法
の
世
界
」

  

さ
く
ら
湯
「
秋
の
感
謝
祭
」

渋
柿
湯

本
県
域
を
中
心
に
」

◦ 

講
師

　
九
州
大
学
　
辻
田
淳じ

ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

教
授

◦
場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦ 

参
加
費
　
無
料

◦ 

定
員
　
80
人
（
先
着
順
）
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

「
歩
い
て
、
見
て
、
考
え
よ
う
！　

岩
原
台
地
に
秘
め
ら
れ
た
古
墳
時
代

人
の
想
い
」

◦ 
日
時
　
11
月
３
日
㈷
①
午
前
10
時

～
正
午
②
午
後
１
時
半
～
３
時
半

◦ 

内
容
　
肥
後
古
代
の
森
鹿
央
地
区

（
岩
原
古
墳
群
・
岩
原
横
穴
墓

群
）
を
歩
い
て
巡
る
見
学
会
で
す
。

装
飾
古
墳
館
の
学
芸
員
が
解
説
・

案
内
し
ま
す
。

◦
場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦ 

参
加
費
　
無
料

◦ 

定
員
　
各
30
人
（
先
着
順
）
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

熊
本
県
内
装
飾
古
墳
一
斉
公
開

～
２
０
２
４
秋
～

　
山
鹿
市
を
は
じ
め
県
内
各
地
に
残

る
装
飾
古
墳
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

今
回
、
山
鹿
市
で
は
鹿
央
町
の
桜
の

上
横
穴
群
（
県
指
定
）
を
久
し
ぶ
り

に
公
開
し
ま
す（
予
約
が
必
要
で
す
）。

◦ 

公
開
日
・
場
所

　
11
月
23
日
㈷
　
横
山
古
墳
、
桜
の

　
上
横
穴
群
（
山
鹿
市
）、
塚
坊
主

　
古
墳
（
和
水
町
）

　
11
月
24
日
㈰
　
横
山
古
墳
（
山
鹿

　
市
）、
大
坊
古
墳
、
石
貫
穴
観
音

　
横
穴（
玉
名
市
）、大
村
横
穴
群（
人

　
吉
市
）

◦ 

時
間
　

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時
（
一
部
古

　
墳
を
除
く
）

※ 

桜
の
上
横
穴
群
以
外
に
も
予
約
が

必
要
な
古
墳
も
あ
り
ま
す
の
で
、

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦ 

料
金
　
無
料

問 

県
立
装
飾
古
墳
館☎（

36
）２
１
５
１

　（ 

月
曜
休
館
・
月
曜
が
祝
日
の
場

合
、
翌
日
休
館
）

▲ 熊本県立
　装飾古墳館

◦ 

日
時
　
11
月
23
日
㈷
　
午
前
６
時

～
翌
午
前
０
時

　（
午
後
11
時
半
受
け
付
け
終
了
）

◦ 

内
容
　
さ
く
ら
湯
の
開
湯
記
念
日

「
秋
の
感
謝
祭
」
に
合
わ
せ
て
、

山
鹿
の
渋
柿
を
使
用
し
た
「
渋
柿

湯
」
を
実
施
し
ま
す
。
新
た
な
山

鹿
の
冬
の
風
物
詩
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

問 

さ
く
ら
湯
　
　
☎（
43
）３
３
２
６
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有
料
広
告 

〉

定 例 相 談 相談 無料は

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※ 予約制ではありませんので、お待

ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10 時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
   午前 10 時〜正午
 
  ※ 司法書士相談、法律相談の利用

は、１人に付き年３回までです。
  ※ 相談時間は１回 30 分です。

【山鹿健康福祉センター内社協本所
・山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　11 月 11 日㈪
②司法書士相談（登記関係）
　　　　　　11 月 18 日㈪　※要予約
③法律相談　11 月 25 日㈪　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎(32)2696
◯一般相談　11 月７日㈭

【菊鹿健康福祉センター】☎(48)5060
◯一般相談　11 月６日㈬

【鹿本ふれあいセンター】☎(46)2206
①一般相談　11 月５日㈫
②司法書士相談（成年後見・多重債務・�
　登記関係）�11 月 12 日㈫　※要予約

【鹿央地域福祉センター】☎(36)3811
①一般相談　11 月１日㈮
②法律相談　11 月 22 日㈮　※要予約

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134
◦日時　11 月 12 日㈫ 
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所２階会議室
※予約をした人が優先となります
問企業誘致課　☎ (41)5643

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

　相談月の前月から電話で予約を受
け付けています。12 月の予約を 11 月
１日㈮の午前８時半から受け付けます。
【12 月相談日】※要予約☎ (43)1576
11 日㈬、18 日㈬、25 日㈬
・時間　午前 10 時〜午後３時
・場所　市役所会議室
年金事務所でも手続きができます。
電話予約☎ (0570)054890
老齢年金の相談・請求は
ネット予約もできます。

（ 右の二次元コードを読み
取ってください）

問国保年金課　☎ (43)1576

・日時　 11 月７日㈭　　　　　　
午後１時半〜４時半

・場所　鹿北市民センター相談室
※ 予約制ではありませんので、お待

ちいただく場合があります。
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

年金出張相談

障がい児・者相談

心配ごと相談

認知症に関する相談

社会保険労務士労働相談

専門の相談員が対応します。
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

専門の相談員が支援します。
【市役所福祉課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　11 月６日㈬、13 日㈬、
　　　　20 日㈬、27 日㈬
　　　　午前９時〜 11 時

【鹿北市民センター】
◦日時　11 月 19 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
◦日時　11 月５日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【鹿本市民センター】
◦日時　11 月 26 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【鹿央市民センター】
◦日時　11 月 12 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
問福祉課障がい福祉係　☎(43)0052

秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。
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【フルタイム】　（月額）
①准看護師　18 万 1800 円〜
②保育士　17 万６千円
③受け付け・医療事務　18 万円〜
④営業サポート業務　17 万円〜
⑤旅館サービススタッフ
　20 万 6200 円〜
⑥畜産作業員　20 万円〜
⑦山林作業員　18 万 3600 円〜
⑧採石場での現場作業および運転
　18 万 3600 円〜

【パートタイム】　（時間額）
①ベビー用品販売　952 円〜
②介護職　960 円〜
③美容師・理容師　千円〜
④調理員　千円〜
⑤カフェ接客・ドリンクの提供
　960 円〜
⑥クリーンスタッフ　1050 円〜
⑦警備スタッフ　1250 円
⑧家電量販店での配送業務管理　千円
※ すでに採用済みの場合もあります。
　詳しくは、問い合わせください。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎ (43)1724

仕事の相談はお気軽に

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 
山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 
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９ 問市民課　☎(43)1169

うぶごえうぶごえ

お く や みお く や み

およろこびおよろこび

山　鹿
　山　鹿

▲

坪井條一郎さん(81)　川本　絹代さん(83)
　　　　　尾﨑　和雄さん(91)　原田　逸子さん(97)
　　　　　緒方トシ子さん(99)　阿蘇品恭子さん(81)
　　　　　服部　香代さん(90)　鶴田　　貞さん(100)
　　　　　富田勝之助さん (92)
　米　田

▲

倉原チエ子さん(97)　星子　　咲さん(91)
　川　辺

▲

髙田　榮一さん (84)
　八　幡

▲

藤井　京子さん(86)　牧　　萬藏さん(95)
　　　　　鹿子木ナオ子さん(95)　瀬口　尚江さん(81)
　　　　　石貫　勝子さん(72)　山部　敏子さん(89)
　平小城

▲

田上　信子さん (94)
　三　岳

▲

古江　藤春さん (89)
　三　玉

▲

坂田大四郎さん(87)　栗原　幸治さん(80)
　大　道

▲

野口　總明さん (89)

鹿　北
　岳　間

▲

本田　　子さん (94)
　岩　野

▲

中垣　又男さん(84)　信國ヱミ子さん(77)
　広　見

▲

古川　久倫さん(91)　古川タキエさん(85)
　　　　　入江　　劭さん (87)
菊　鹿
　内　田

▲

古家　一德さん (82)
　六　郷

▲

松田ミドリさん(92)　冨田　信敏さん(75)
　城　北

▲

田中　博道さん(78)　坂本　安正さん(66)
　　　　　山口　幸助さん(93)　髙田ノブ子さん(84)
鹿　本
　来　民

▲

渡邉　數子さん (83)
鹿　央
　千　田

▲

平山　知德さん(97)　小田日出子さん(95)
　米野岳

▲

山本　静子さん(77)　柿本　佳宏さん(87)
　　　　　山本　康博さん (80)

山　鹿
　山　鹿

▲

橋本慎太郎さん♥土屋　　希さん
　　　　　木下　史也さん♥髙木　麻美さん
　八　幡

▲

森口　樹生さん♥大屋あゆみさん
　大　道

▲

小深田義幸さん♥三村　侑希さん

※９月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

菊　鹿
　内　田

▲

城野　一
いち

叶
か

さん
鹿　本
　来　民

▲

守田　琴
こと

音
ね

さん
　稲　田

▲

芹川　詩
し

季
き

さん
　中　富

▲

莊山　夕
ゆう

枇
ひ

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

天野　愛
め
唯
い
さん　佐々野陽

ひ ま り

莉さん
　　　　　池田　夏

か

凛
りん

さん　原田　誉
ほ

高
たか

さん
　　　　　吉浦　楓

か え の

乃さん　松尾奏
そう

治
じ

郎
ろう

さん
　　　　　入江　史

ふみ

椛
か

さん　本田穂
ほ む ら

夢徠さん
　　　　　佐藤　　燈

あかり

さん
　八　幡

▲

太田黒紗
さ

渚
な

さん
　三　岳

▲

野中　珀
はく

兎
と

さん　野中　裕
ゆう

叶
と

さん
　三　玉

▲

渕上　空
す い

生さん
　大　道

▲

吉田　桔
ききょう

梗さん

鹿　本
　来　民

▲

石原　尚汰さん♥丸山　椎捺さん
鹿　央
　山　内

▲
矢住　智大さん♥大久保美来さん
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山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園・小中学校
・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

やまがファミリー・サポート・センターを紹介します

こんな時にご利用ください
・ 保育園や幼稚園、放課後学童クラブへの送迎や、その前

後の預かり
・ 病院受診や買い物など、外出の際の子どもの預かり
・ 冠婚葬祭や他の子どもの学校行事の際の子どもの預かり

利用できる人
依頼会員（子育てのお手伝いをしてほしい人）
・山鹿市に住んでいる人または勤務している人
・生後６カ月から小学生の子どもがいる人
※利用には事前登録が必要です。

◎利用料金◎ 　
　利用時間が３時間を超える場合でも、３時間まで
の料金で利用できます。
　例えば、土曜日に５時間利用した場合でも、700
円×３時間＝ 2100 円で利用できます。
　※他にも条件に応じて減免制度があります。

　やまがファミリー・サポート・センターとは、子育てのお手伝いをしてほしい人と、お手伝いをしたい人が
会員となり、育児について助け合う会員組織です。

　やまがファミリー・サポート・センターでは、協力会員（子育てのお手伝いをしたい人）
を募集しています。関心のある人はお気軽に問い合わせください。

問やまがファミリー・サポート・センター（山鹿市社会福祉協議会）　☎ (44)8800

区分 利用料金（１時間）
平日（午前７時〜午後８時） 600 円

平日（上記以外の時間） 700 円

土・日・祝日 700 円

　本校は、学校教育目標に「ふるさとを愛し、夢の実
現に向け考動する八幡っ子の育成」を掲げ、児童がそ

れぞれの個性を伸
ばし成長できるよ
う、地域の皆さん
との連携を深めな
がら豊かな教育活
動 を 行 っ て い ま
す。地域の人によ
る戦争体験講話や

熊入ふれあいサロンと老人会の皆さんとの交流、子ど
も認知症サポーター講座、地域探検や児童が育てた花
鉢配り、稲作体験、餅つき、赤飯づくり、日輪寺歴史
教室などはその取
り組みの一端です。
授業サポートやゲ
ストティーチャー、
読み聞かせなどで
年間延べ 100 人ほ
どの皆さんが来校
されます。

　ことしで創立 150 周年目の八幡小学校。子どもたち
は、総合的な学習の時間を中心に学校の歴史を調べた
り、地域の皆さんとのふれあい活動を行ったりと、自
分たちが住む八幡校区に関心を持ち、ふるさとを愛す
る気持ちを高めています。７月の授業参観後には、全

校 児 童、 職 員、 保 護
者、地域の皆さんと共
に、校章を模した桜の
花びらや 150th の文字
などの人文字を作成し
ました。撮影した写真
は記念誌に掲載予定で
す。９月 30 日に創立

150 周年記念文化 · 芸術鑑賞会（文化庁事業）を開催
しました。さらに 10 月 26 日には、多くの来賓の皆様
をお迎えして、本年度完成した真新しい体育館で、児
童、教職員、同窓の皆さん、地域の皆さんが一堂に会し、
本校の歴史を振り返るとともに、ソーラン節や記念式
歌合唱の披露など、八幡魂を心に刻む式典と、夢バルー
ンリリース、餅投げなどのイベントを開催しました。

八幡小学校　☎ (43)1178

八幡小学校データ　森毎
こと

恵
え

校長　全校児童　190人

伝統を受け継ぎ、未来へつなぐ
〜八幡小学校創立 150 周年〜

熊入ふれあいサロンとの交流会

戦争体験講話

150周年記念の人文字撮影

山鹿市▶️

※宿泊はできません。



消火体験をする園児たち

　第５回全日本空手道選手権大会で兄妹優勝を果たし
た、橋本千

ち

影
かげ

さん、菜
な

々
な

桜
お

さん兄妹が結果報告に来て
くれました。千影さんは「（型の）キレを意識できた」
菜々桜さんは「昨年は３位だったので、リベンジでき
た」とそれぞれ思いを語ってくれました。

輪投げを楽しむ参加者

10
5

「ゆうあい　ふれあい　たすけあい」
山鹿市ふれあいピック第17 回大会

　市内の心身障がい者や特別支援学級の児童・生徒、関
係者ら500人以上が山鹿市総合体育館に集まり、スポー
ツやレクリエーションで親睦を深めました。
　会場にはくまモンところう君も応援に駆け付け、元気な
笑顔溢れる大会となりました。

　山鹿消防署で、市内の保育園児を対象とした防火防災
を学ぶふれあい消防Kids�Dayが行われました。園児た
ちは、はしご車に乗ったり、水を入れた消火器を使った
消火体験などを通して楽しく消防活動について学んでい
ました。

10
８

みんなで楽しく学ぼうね
ふれあい消防K

キ ッ ズ

ids D
デ イ

ay

　郷土の偉人である清浦奎
けい

吾
ご

伯について学習する立志
の道事業が実施され、市内の小学生30人が日田市の
咸
か ん ぎ え ん

宜園を訪れました。大道小学校の参加者2人が「清浦
伯の教えを今後に生かしていきたいです」と感想を述べ
ました。

日田市の日本遺産子どもガイドによる咸宜園の紹介

９
28

偉人の教えを今後に生かしたい
小学生が日田市を訪問

左から水田 剛
つよし

校長、千影さん、早田市長、菜々桜さん、
母の友

ゆ
梨
り

さん、堀田浩
こう

一
いち

郎
ろう

教育長

９
25

兄妹で全国制覇！
空手道選手権大会で全国優勝

　長年にわたり地域住民の身近な相談窓口として、さ
まざまな行政に関する相談の解決に向けて尽力するな
ど、多大な貢献が認められた行政相談委員に総務大臣
表彰が贈られました。県内では２人が表彰され、本市
からは島田裕

ひろ

子
こ

さん（鹿校通三丁目）が受賞しました。

左から、德丸 章
あきら

委員、後藤忠
ただ

久
ひさ

委員、早田市長、島田委員、
北原真

ま
留
る

美
み

委員、木下幸
ゆき

美
み

委員

９
17

長きにわたる活動に感謝
総務大臣表彰状贈呈式および受賞報告会

ナイトハイクを楽しむ参加者たち

　鹿北町にて、鹿北町ナイトハイクが開催されました。
鹿北グラウンドから旧岳間小学校までの往復15㌖の道
のりを総勢128人のハイカーが楽しく歩きました。当日
は天気にも恵まれ、最年少４歳の参加者も無事に完歩す
ることができ、良い思い出となっていました。

10
４

秋の気配を感じて
鹿北町ナイトハイク
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　城北高校の生徒たちが、全国大会の結果報告や、全国
大会出場の報告に来てくれました。
　成績は以下の通りです。（敬称略）

令和６年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
兼第92回日本高等学校選手権水泳競技大会
200ｍ背泳ぎ準優勝　真崎　健

けん

伸
しん

100 ｍ背泳ぎ７位　　真崎　健伸
200ｍ自由形５位　　江崎　成

せい

覇
は

第 11回九州地区高校生介護技術コンテスト
最優秀賞　医療福祉科２年　猿渡　未

み

菜
な

　　　　　医療福祉科１年　新郷　友
ゆ

彩
い

、石阪　小
こ の は

葉
　　　　　　　　　　　　　加藤　実

み す ず

紗

’24 マドンナカップ in 伊予市
第 28回全日本ビーチバレーボール高校女子選手権大会
ベスト８　スポーツ科学コース３年　原口　すみれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　坂本　彩

さ

羽
わ

左から、笠綾
あや

管理課長、早田 順
じゅん

一
いち

市長、袖山代表取締役、笠
浩
こう

太
た

管理部長

9
12

多くの皆さんに支えられて 50 周年
寄付金への感謝状贈呈式

　友好都市である沖縄県宮古島市の中学生女子バスケッ
トボールチームが、９月７・８日に開催された「第２回U14山
鹿温泉祭Girls�Cup2024」に参加し、本市の中学生チーム
と熱戦を繰り広げました。試合の後は、両市の生徒を交え
た交流会を行い、楽しい時間を過ごしました。

交流会の様子

９
８

次は宮古島へおいでよ
友好都市同士でバスケットボール交流

　電車線設備に必要な、架線金具や送配電用の金具など
の製造を行っている九州三和鉄軌株式会社から、感謝の
気持ちと地域貢献の一環として寄付をいただきました。
袖山博

ひろし

代表取締役は「山鹿市の持続的な発展に活用して
いただきたい」と述べました。

　鹿本農業高校と台湾高雄市の六
りょうぐぇい

龜高級中學校が姉妹
校協定書締結式を台湾で行いました。県立高校単独で
は初めての姉妹校締結となり、生徒たちは「台湾の食
や文化の素晴らしさを知り、日本の良さも再確認する
ことができた」と話しました。

生徒は前列左から、生活デザイン科２年　安藤梨
り

緒
お

さん、安倍友
ゆ

希
き

乃
の

さん、食品科学科２年　朝倉春
はる

菜
な

さん、３年　髙森奏
かな

杜
と

さん

9
17

継続した交流を
姉妹校協定書締結式

生徒は前列左から、真崎さん、江崎さん、猿渡さん、新郷さん、
石阪さん

９
17

若い力が大活躍
城北高校生が活動報告

天草市において、県民体育祭が行われました。本市から
は21競技287人の選手が出場し、団体ではサッカーが１
位、柔道と卓球が２位と上位の成績でした。個人では陸
上競技や水泳競技で１位を取るなど、総合成績が20郡市
中13位と健闘しました。今後の活躍も期待しています。

柔道（上）とサッカー（下）の選手の皆さん

９
14

本市代表選手が大健闘！
海風に　競え　つながれ　天草県体
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●�みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、秘書広報課まで連絡ください。原稿締め切りは掲載月前月の１日までです。
●�紙面の都合で掲載を調整する場合があります。

�

渋
滞
な
く
そ
う
！
　
半
額
パ
ス

共
同
経
営
推
進
室

　
事
前
に
パ
ス
を
購
入
す
る
と
、
通
常
運

賃
の
半
額
で
路
線
バ
ス
な
ど
が
利
用
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
土
日
祝
日
は
大
人
同
伴
１

人
ま
で
半
額
、
小
児
同
伴
の
場
合
は
小
児

料
金
の
半
額
で
利
用
で
き
ま
す
。

◦
期
間
　
令
和
７
年
２
月
28
日
㈮
ま
で

　
※ 

予
告
な
く
販
売
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
　

◦ 

利
用
可
能
時
間
　
平
日
ダ
イ
ヤ
の
午
前

９
時
以
降
の
降
車
に
限
る
、
土
日
祝
日

は
終
日
利
用
可
能

◦ 

対
象
区
間
　
県
内
路
線
バ
ス
（
一
部
コ
ミュ

ニ
ティ
バ
ス
路
線
も
含
む
、
快
速
・
特
急
・

高
速
は
除
く
）、
電
鉄
電
車
、
熊
本
市
電

◦ 

会
員
パ
ス
価
格
　
２
５
０
０
円
（
デ
ポ

ジ
ッ
ト
５
０
０
円
含
む
）

◦ 

販
売
窓
口
　
山
鹿
営
業
所
、
サ
ク
ラ
マ

チ
ク
マ
モ
ト
バ
ス
案
内
所
、
各
バ
ス
会

社
営
業
所
な
ど

詳
し
く
は
、
共
同
経
営
推
進
室
ま
た
は
各

バ
ス
会
社
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦ 

問
い
合
わ
せ
先

　
（
県
内
バ
ス
5
社
共
同
経
営
推
進
室
）

☎
０
９
６（
３
１
２
）０
５
８
８

��

菊
川
佐さ

わ

こ

和
子

�

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
個
展�

　「
里
山
に
暮
ら
し 

生
き
て
き
た
」

　
菊
鹿
町
在
住
、
30
年
間
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

キ
ル
ト
を
コ
ツ
コ
ツ
と
作
っ
て
き
ま
し

た
。
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
サ
イ
ズ
14
点
に
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
バ
ッ
グ
な
ど

�

山
鹿
で
開
催
！

 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
体
験
会

熊
本
県
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

　
こ
と
し
も
山
鹿
で
開
催
し
ま
す
。「
子

ど
も
の
や
っ
て
み
た
い
！
」
を
熊
本
県
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
ス
タ
ッ
フ
（JH

A

公

認
）
が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◦ 

対
象　
小
学
生

◦ 

日
時　
11
月
９
日
㈯
　
午
前
９
時
半
～

◦ 

場
所　
鹿
北
体
育
セ
ン
タ
ー

◦ 

参
加
費　
無
料

◦ 

持
参
品　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

◦ 

申
し
込
み　

下
記
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
野
口
）

☎
０
９
０（
１
０
８
０
）７
４
３
５ 申し込み

�

あ
ん
ず
の
丘
で
爽
や
か
に
！

��

太
極
拳
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り

や
ま
が
太
極
拳
愛
好
会

　
太
極
拳
青
空
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加

費
無
料
、
事
前
の
申
し
込
み
不
要
で
す
。

◦
日
時
　
11
月
10
日
㈰
　
午
前
10
時
～

　
※
小
雨
決
行

◦
場
所
　
あ
ん
ず
の
丘
　
ふ
れ
あ
い
広
場

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
横
田
）

☎
０
９
０（
４
９
８
４
）４
０
４
８

�
八
千
代
座
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
世
界

�

華
麗
な
フ
ラ
と
音
楽
の
祭
典

熊
本
ハ
ワ
イ
ア
ン
倶
楽
部

　
国
指
定
重
要
文
化
財
八
千
代
座
の
舞
台

に
ポ
リ
ネ
シ
ア
文
化
の
歌
と
踊
り
、
異
文

化
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
魅
了
し
ま
す
。

��

図
書
友
20
周
年
企
画「
親
子
秋
フ
ェ

ス
人
形
劇
＆
縁
日
も
あ
る
よ
」

や
ま
が
図
書
館
友
の
会

　
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
連
れ
で
楽
し
め

�

教
育
を
語
ろ
う
会

中
園
優ゆ

う

子こ

国
際
教
育
研
究
所

第
１
回　
国
際
教
育
と
英
語
教
育

　
国
際
教
育
の
専
門
家
と
、
現
代
の
教
育

問
題
や
役
立
つ
英
語
教
育
情
報
、
留
学
事

情
や
国
際
問
題
に
つ
い
て
語
り
ま
せ
ん
か
。

◦ 

日
時
　
11
月
10
日
㈰
　
午
後
２
時
～

◦ 

場
所

　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室

第
２
回　
学
び
を
キ
ャ
リ
ア
に
ど
う
む
す

び
つ
け
る
か

　
生
涯
教
育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
、
放
送

大
学
で
も
講
義
経
験
の
あ
る
講
師
と
、
大

人
の
学
び
直
し
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

日
時
　
11
月
23
日
㈷
　
午
後
１
時
～

◦ 

場
所

　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室
１

◦ 

参
加
費
　
ど
ち
ら
も
無
料

※
個
別
相
談
の
場
合
は
、
事
前
の
予
約
が

　
必
要
で
す
。

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
中
園
）

　
☎（
43
）３
９
５
８

を
展
示
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

◦
日
時
　
11
月
９
日
㈯
～
14
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◦
場
所
　
天
聽
の
蔵
　
ふ
ね
蔵
２
階

同
時
開
催「
わ
く
わ
く
キ
ル
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

　
キ
ル
タ
ー
の
仲
間
が
、
バ
ッ
グ
や
小
物

な
ど
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
菊
川
）

☎（
48
）２
７
１
９

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
！

１
部　
縁
日
（
綿
菓
子
、
ヨ
ー
ヨ
ー
他
）

◦
日
時
　
11
月
９
日
㈯

　
午
後
１
時
～
２
時

◦
料
金
　
１
回
50
円
～
１
０
０
円

２
部　
人
形
劇
「
ぶ
た
ぶ
た
く
ん
の
お
か

い
も
の
」
人
形
劇
団
う
ず
ら
の
た
ま
ご

◦
日
時
　
11
月
９
日
㈯
　
午
後
２
時
半
開
演

　（
午
後
２
時
15
分
開
場
）

◦ 

料
金
　
大
人
５
０
０
円
、

　
子
ど
も
３
０
０
円
、
幼
児
無
料

◦
場
所
　
ど
ち
ら
も
八
千
代
座
交
流
施
設

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
吉
田
）

☎
０
９
０（
４
９
９
５
）６
７
８
７

◦ 

日
時
　
11
月
10
日
㈰
　
午
後
１
時
開
演

◦ 

場
所
　
八
千
代
座

◦ 

入
場
料
　
２
千
円
（
全
て
自
由
席
）

◦
販
売
場
所
　
桟
敷
茶
屋

　（
八
千
代
座
前
）　
　
☎（
44
）８
２
２
１

◦ 

問
い
合
わ
せ
先

　
（
熊
本
ハ
ワ
イ
ア
ン
倶
楽
部
）

　
☎
０
９
６
４（
53
）１
６
３
５
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みんなみんなのの広場広場

今月の 街角Gallery
ギャラリー

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問 ☎ (44)4835
▶前期　原山陽

ようすけ

祐さん初個展
　脳出血で倒れ右半身不随になり、リハビリで描き始め
　て 11年。水彩画で描いた動物や風景など約 20点を
　展示。
　期間：11月１日㈮〜15日㈮
▶後期　山鹿市美術協会　会員展
　�四季の風景や静物など描いた水彩画約20点を展示。
　期間：11月 16日㈯〜 30日㈯
◉時間：どちらも午前11時半〜午後６時
　（どちらも最終日は午後３時まで）
　日曜定休　※４日㉁、23日㈷は店休

11 月

※ 営業時間や内容が変更・中止になる場合
があります。また、チケットのお求めや
内容に関することは八千代座まで問い合わ
せください。　　　　　　問☎ (44)4004

【�見学ができない日】上記の日、および 15 日㈮は見学
できません。
　八千代座見学
入館料  大人 530 円、小中学生 270 円（団体割引などあり）
　「八千代座物語」〜山鹿灯籠踊り定期公演〜
内　容��浪曲「わさもん」上映＆山鹿灯籠踊り
日　時���２日㈯、４日㉁、18 日㈪、23 日㈷〜 25 日㈪
　　　  （午前 10 時半開演）
※ 八千代座物語の鑑賞には、別途料金が必要です。詳し

くは、山鹿温泉観光協会ホームページをご覧ください。

開催日 行　事　名 時間 料金

９日㈯ 八千代座 JAZZ Festival 2024 夕方 有料

10 日㈰ 八千代座とハワイアンの世界 午後 有料

13 日㈬ 休　館　日 − −

17 日㈰ 第 50 回山鹿市山鹿文化協会芸術文化祭 
湯の町やまが「華の響宴」 午後 無料

30 日㈯ 山鹿市老人クラブ連合会芸能大会 日中 無料

観光協会

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）問 ☎ (36)3838
▶前期　 ソーイング倶楽部着物リメイククラフト展�
　�今村郁

いく

子
こ

さん（熊本市）が着物をリメイクしたバッグ
などを展示。
　期間：11月１日㈮〜15日㈮
▶後期　古布を暮らしに　�
　�松田恵

え み こ

美子さん（山鹿市）が古き時代の着物や帯をリ
メイクしたタペストリーやバッグなどを展示。
　期間：11月 16日㈯〜 30日㈯
◉時間：どちらも午前10時〜午後４時　※月曜休館

�

楽
し
い
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
に

�

参
加
し
ま
せ
ん
か

縁
結
び
の
会

　
す
て
き
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
費
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
11
月
24
日
㈰
　
午
後
５
時
～

◦ 

場
所　
タ
オ
珈
琲
　

 

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
中
尾
）

☎
０
８
０（
５
２
０
３
）１
５
８
６

��

祝
50
周
年　

湯
の
町
や
ま
が

　„
華
の
響
宴
＂
チ
ャ
リ
ティ
ー
公
演

山
鹿
市
山
鹿
文
化
協
会

　
居
合
術
、
踊
り
、
三
味
線
・
唄
、
太
極

拳
な
ど
10
団
体
に
よ
る
盛
り
だ
く
さ
ん
の

楽
し
い
内
容
で
お
送
り
し
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　
11
月
17
日
㈰

　
午
後
０
時
半
開
演（
午
前
11
時
半
開
場
）

◦ 

場
所
　
八
千
代
座

◦ 

入
場
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

（
坂
本
）
☎
０
９
０（
９
５
８
９
）４
０
６
３

（
中
村
）
☎
０
８
０（
１
７
５
０
）３
８
７
２

��

ピ
ア
ノ
×
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

�

ト
リ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

T

ト
リ
オ

RIO
 C

コ

ン

サ

ー

ト

O
N

CERT

実
行
委
員
会

　
ピ
ア
ノ
と
２
本
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
に
よ

�

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦ 

日
時
　
11
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
半
～
11
時

◦
場
所
　
湯
の
端
公
園

◦ 
出
演
　
鹿
北
中
音
楽
部
、
山
鹿
小
合
唱

ク
ラ
ブ
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
、
タ

ヒ
チ
ア
ン
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、

山
鹿
中
太
鼓
部
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
演
奏

※
出
演
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
小
川
）

☎
０
９
０（
５
７
４
７
）５
１
３
６

�

山
鹿
で
の
暮
ら
し
を
語
り
合
う��

�

「
山
鹿
暮
ら
し
」
語
ろ
う
か
い

◦
日
時
　
11
月
23
日
㈷
　
午
後
４
時
～

◦ 

場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「
く
ら

可
否
茶
館
」（
菊
鹿
町
松
尾
１
６
３
）

◦ 

内
容
　
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
（
一
品
持
ち
寄
り
）

で
楽
し
い
山
鹿
暮
ら
し
を
語
り
合
う

◦ 

定
員
　
10
人

◦
参
加
費
　
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
オ
ー
ダ
ー
制

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

る
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
か
ら
映
画
音
楽
、

歌
謡
曲
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演

奏
会
で
す
。
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　
11
月
24
日
㈰

　
午
後
２
時
開
演（
午
後
１
時
半
開
場
）

◦ 

場
所
　
天
聽
の
蔵

◦ 

入
場
料
　
２
千
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
児
玉
）

☎
０
８
０（
７
７
９
１
）６
９
８
２
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市
民
文
芸

市
民
文
芸

短
　
歌

短
　
歌

肥
後
狂
句

肥
後
狂
句

俳
　
句

俳
　
句

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
九
月
例
会

●
竹
下
賀
松
選

何
よ
今
更
　
総
裁
選
に
ま
た
派
閥

桑
原
　
真
覚

残
暑
　
農
作
物
も
し
な
び
れ
て

菊
川
　
春
風

マ
イ
ペー
ス
　
ス
マ
ホ
な
く
て
も
生
き
ら
れ
る

木
庭
野
々
花

何
よ
今
更
　
元
の
十
九
に
返
し
て
よ戸

田
　
蔵
人

松
茸
　
永
谷
園
で
が
ま
ん
し
ゅ
う

松
村
こ
ゆ
き

●
黒
田
如
水
選

マ
イ
ペ
ー
ス
　
嬶か

か

一
筋
に
五
十
年

小
水
流
繁
富

こ
ら
こ
ら
　
よ
そ
見
は
し
な
い
事
故
の
も
と

　
　
　
浦
上
　
公
子

こ
ら
こ
ら
　
あ
と
ぜ
き
ち
ゃ
ん
と
せ
に
ゃ
ん
た
い

岡
田
　
真
青

大
人
げ
な
い
　
自
慢
話
に
ア
キ
が
来
た

川
上
　
火
男

こ
ら
こ
ら
　
監
視
カ
メ
ラ
が
見
と
る
ば
い

森
本
　
遊
民

鹿
北
河か

鹿じ
か

会
　
八
月
例
会
　

●
互
選
句

似
あ
う
ね
　
お
世
辞
ば
っ
て
ん
う
れ
し
か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
幸
富

い
ら
ん
こ
つ
　
世
話
や
き
す
ぎ
て
お
ご
ら
る
る
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
正
子

旨
か
ろ
う
　
あ
た
が
作
っ
た
盆
団
子
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
芙
美
子

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

空
澄
む
や
ス
マ
ホ
の
並
ぶ
天
守
閣
　
　
　
城
田
　
千
鶴

か
な
た
に
は
煙
雨
あ
り
け
り
月
を
待
つ
　
平
井
眞
理
子

秋
澄
ん
で
大
き
く
見
ゆ
る
天
守
閣
　
　
　
福
島
　
好
美

孫
抱
き
て
む
か
し
ば
な
し
の
良
夜
か
な
　
古
江
み
さ
子

山
鹿
俳
句
会
　
十
月
例
会

●
平
川
み
ど
り
選

神
御
座
す
や
う
な
彩
雲
今
朝
の
秋
　
　
　
松
下
　
圭
士

借
り
畑
に
母
探
す
土
手
野
紺
菊
　
　
　
　
光
永
　
紀
子

ワ
イ
パ
ー
の
飛
沫
の
彼
方
稲
光
　
　
　
　
谷
崎
　
弘
枝

鹿
本
町
短
歌
会
　
九
月
詠
草

●
大
友
清
子
選

静
寂
の
部
屋
に
溶
け
だ
す
物
語
ペ
ー
ジ
繰
る
指
と
き
ど
き
キ
ャ
ン
デ
ィ
　
　
松
尾
　
光
浩

弱
り
し
人
に
堪
え
難
き
暑
さ
続
く
夏
村
で
は
姑は

は

ら
五
人
も
逝
き
ぬ
　
　
　
　
福
山
　
汀
子

な
つ
か
し
き
生
家
に
生
ひ
し
シ
ャ
ガ
の
花
見
る
た
び
想
ふ
過
ぎ
去
り
し
日
々
　
江
良
美
佐
子

石
人
短
歌
会　
　

九
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

小
春
日
に
娘
が
当
た
り
く
じ
を
引
く
癌
と
い
う
名
の
あ
た
り
く
じ
を
ば
　
　
下
田
　
克
子

心
地
よ
く
風
切
り
自
転
車
　
産
院
に
水
無
月
二
十
日
午
後
四
時
の
幸
　
　
　
米
原
　
秀
一

確
か
な
も
の
数
え
て
歩
く
足
元
に
白
ジ
ン
ジ
ャ
ー
の
香
り
た
つ
夏
　
　
　
　
堀
田
　
恵
美

鹿
北
短
歌
会
　
　
九
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

乱
れ
咲
く
庭
の
コ
ス
モ
ス
ひ
と
と
こ
ろ
ゆ
る
る
花
あ
り
風
の
道
ら
し
　
　
　
貞
熊
喜
美
子

縁
側
で
妻
と
我
待
つ
祖
母
見
ゆ
る
駈
け
出
し
擦
り
寄
る
日
も
遠
か
り
き
　
　
上
田
　
義
之

白
秋
の
記
念
館
を
訪
ね
来
て
吾
が
好
き
な
歌
そ
っ
と
歌
え
り
　
　
　
　
　
　
古
川
　
恵
子

菊
鹿
短
歌
会
　
　
九
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

ヘル
メッ
ト
の
わ
れ
に
並
走
す
る
赤
蜻と

ん
ぼ蛉

秋
の
気
配
を
感
じ
る
坪
井
川
沿
い
　
　
谷
口
　
安
徳

雲
ひ
と
つ
な
き
中
天
に
ヘ
リ
の
音
吾
は
山
畑
に
座
し
て
草
と
る
　
　
　
　
　
長
野
　
節
子

病
む
夫
は
棚
田
を
見
つ
め
何
想
う
心
の
糸
は
結
び
て
お
れ
ど
　
　
　
　
　
　
渕
上
ヨ
シ
子

三
岳
短
歌
会
　
　
九
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

己
が
姿
た
の
し
む
や
う
に
白
鷺
は
朝
の
青
田
に
す
つ
と
佇た

ち
ゐ
る
　
　
　
　
巣
山
志
津
子

き
ら
き
ら
と
輝
く
海
の
と
り
こ
と
も
ガ
ラ
ス
細
工
を
極
む
作
家
は
　
　
　
　
田
中
美
千
代

人
住
ま
ず
な
り
て
久
し
き
裏
の
家
今
解
か
れ
ゆ
く
ク
レ
ー
ン
が
掴
む
　
　
　
戸
次
　
幸
子
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2024-25　リーグH
新世代選手が躍動！
No.1No.1

No. ２No. ２

No.15No.15 No.18No.18

前田　前田　優優
ゆ うゆ う

植松　植松　花花
かか

乃乃
のの

小泉　小泉　彩彩
あ か ねあ か ね

奏奏 宮迫　宮迫　愛愛
あ みあ み

海海

　「2024-25 リーグH」が開幕して１カ月。10月５日のアウェー戦後、リーグは中断期間に入りました。熊本ビュー
ストピンディーズは、７戦中４勝1敗２引き分け、勝ち点10という結果。暫定で３位の位置につけています。各試
合接戦となり、厳しい戦いが続く中、新時代を担う若い選手たちが躍動し、皆さんの応援と声援のおかげで勝利を重
ねることができました。リーグ戦再開は年明けとなりますが、引き続き応援をよろしくお願いします！

リーグ戦戦績　４勝１敗２引き分け
第１節　vs 香川銀行GiraSol�kagawa
第２節　vs イズミメイプルレッズ広島
第３節　vs飛騨高山ブラックブルズ岐阜
第４節　vs 三重バイオレットアイリス
第５節　vs 北國ハニービー石川
第６節　vs 大阪ラヴィッツ
第７節　vsHC名古屋

22-21　WIN
22-23　LOSE
26-25　WIN
24-21　WIN
26-26　DRAW
27-26　WIN
26-26　DRAW

チームの最新情報は
こちらから！

　宇土市出身の GK。今シーズンは開幕戦から出場
機会を得て、10 月 10 日現在「シュート阻止率」
がリーグ全体でトップ！

　大阪府出身の CB。昨シーズン、リーグ戦４得点
に終わるも、今シーズンは大幅に出場機会を増やし、
すでに 13 得点。

　京都府出身。CB での登録だが、LW や PV と複
数ポジションに対応できるユーティリティ性を武器
に、出場機会が大幅に増加。

　大分県出身の CB。京都府開催の第３節でリーグ
戦初得点を含む計７得点を一気に記録。逆転勝利の
立役者に。

29　2024.11　広報やまが
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2024
（

令
和

６
年

）　N
ovem

ber　
N

o.287

あ
と
が
き

11

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り
　決めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 ６ 人減りました 48,136 人
男性 ３ 人減りました 22,773 人
女性 ３ 人減りました 25,363 人
世帯数 10 世帯増えました 22,013 世帯
〜14歳 11.2 ％ 5,405 人
15歳〜64歳 49.5 ％ 23,847 人
65歳〜 39.2 ％ 18,884 人

9 月末現在 ( 増減は前月末比 )

♣
秋
と
言
え
ば
「
芸
術
の
秋
」「
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
」
と
多
く
の
枕
詞
が

付
き
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
よ
う
に
、

市
内
各
地
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
東
奔
西
走
の

日
々
で
す
。
少
し
前
ま
で
は
暑
さ

で
取
材
も
一
苦
労
で
し
た
が
、
最

近
で
は
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
重
い
カ

メ
ラ
を
携
え
て
い
る
身
と
し
て
は

あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
に
と
っ

て
「
○
○
の
秋
」
と
言
う
と
ど
ん

な
言
葉
を
想
像
す
る
で
し
ょ
う

か
。
私
は
断
然「
食
欲
の
秋
」で
す
。

イ
ベ
ン
ト
と
も
な
る
と
出
店
や

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
来
て
、
そ
こ
ら

中
に
お
い
し
そ
う
な
匂
い
が
漂
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
こ
は
取
材

中
の
身
、
ご
飯
ば
か
り
に
気
を
取

ら
れ
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
お
腹

の
虫
と
戦
い
な
が
ら
取
材
を
こ
な

し
て
い
ま
す
。（
卯
）

パリオリンピック男子サッカー日本代表パリオリンピック男子サッカー日本代表
荒木荒木遼遼

りょうりょう

太太
たた

郎郎
ろ うろ う

選手展選手展
　ことしの夏、パリで行われたオリンピック男子サッカー日本代表としてプレーされた荒木選手が、試合で
着用したユニフォームやスパイクなど貴重な品々を、山鹿市役所1階ロビー特設会場で展示しました。
　今回の展示は、オリンピック出場にあたり市民の皆様からいただいた応援に、感謝を伝えたいとの荒木選
手の思いから実現したものです。展示品の中には、他では見ることのできない本人を含めた日本代表選手の
サインが寄せ書きされたサムライブルーのユニフォームも含まれています。
　11月１日㈮〜15日㈮には、鹿央市民センターで展示します。

▲サインが書かれたユニフォーム
▲山鹿市役所１階の展示の様子

問生涯学習・スポーツ課　☎(43)1150

(43)1110

熊
本
に
戻
ろ
う
と
考
え
て
い
た

３
年
前
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
山
鹿

和
栗
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
を
知
り
、戻

っ
た
ら
食
べ
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。そ
れ
が
ま
さ
か
、和
栗
生

産
農
家
の
古
川
信
義
さ
ん
に
取
材

に
行
き
、
広
報
紙
の
特
集
と

YouTube

の
制
作
、さ
ら
に
は
２

年
連
続
の
テ
レ
ビ
出
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）を

果
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す
と
は
思
っ
て
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い
ま
せ
ん

で
し
た
。古
川
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ん
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思
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を
、限

ら
れ
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か
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れ

る
か
、ま
た
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っ
た
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味
を
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っ
て
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え
る
か
を
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な
が
ら
制
作
し
ま

し
た
。さ
ら
に
、テ
レ
ビ
に
出
演
す

る
と
熊
本
県
内
の
知
人
は
も
と
よ

り
、KKT

が
映
る
地
域
に
住
む
長
崎

県
の
知
人
か
ら
も
連
絡
が
あ
り
、

ぜ
ひ
山
鹿
に
遊
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き
た
い
と

言
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。少
し
は
山

鹿
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
た
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か
な

と
、う
れ
し
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な
り
ま
し
た
。

人
生
は
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な

い
も
の
で
す
ね
。引
き
続
き
山
鹿

の
魅
力
を
見
つ
け
、発
信
し
て
い

き
ま
す
。（
伊
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）

や
ま
が
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に
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期
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の
新
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台本を確認 YouTube 制作

KKT　金チカっ！
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